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研究成果の概要（和文）：　本研究は、家庭、友人・仲間集団、近隣住民、学校など、青少年の社会化に寄与する環境
要因の多層的な影響を明確化した。各要因を社会化のエージェントとみなし、各エージェントの個別の寄与と、それぞ
れが相互作用することにより社会化に及ぼす影響を明らかにした。一連の結果から、エージェントの包括的影響が個々
の影響より強いことが明らかにされた。これらの知見は、社会化エージェント資源モデルにの提唱に結実した。

研究成果の概要（英文）： This project clarified multiple environmental influences such as families, 
friends, neighborhoods and schools on socialization of youths. We considered these environmental 
influences as socialization agents, and revealed individual and interactive influence from these agents 
on socialization. The results implied that comprehensive impact of these agents had more predictive power 
to adaptive socialization of youths than individual impacts had. These findings advocate the new 
theoretical model, which is the agent resource model of socialization.

研究分野： 社会心理学・教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
 近年の少年非行の特徴として、社会的認知
能力や自己制御能力を中心とした社会性の
欠落が問題視されるようになってきた。こう
した子どもの問題行動の原因は、子どもを取
り巻く環境ネットワークが有する社会化能
力の弱体化に還元することが可能である。 
 筆者らは、本プロジェクトを開始するまで
に、社会的情報処理の誤りや歪み、利己的な
行動をコントロールする際の自己制御能力
の低下が、反社会的行動や社会的迷惑行為を
予測する上で有効な予測因であることを確
認し（原田・吉澤・吉田, 2008 ; 吉澤・吉
田,2010）、こうした社会化を反映する能力や 
機能が、家庭や学校などの近接的要因だけで
なく、社会システムや社会環境などの遠隔的
要因も含めた多層的な環境要因の影響を明
らかにしてきた。学校における仲間集団との
相互作用のなかで逸脱的な社会的情報処理
傾向が強まること（朴ら, 2012）、地域社会の
集合的有能感や地域住民との交流が子ども
の望ましい社会化を促進すること（吉田 ,  
2010 ; 吉澤他,2009）を実証した。 
これらの研究は、子どもの問題行動の背景

要因としての社会性に対し、近接要因から遠
隔要因に至る多層的な環境要因が影響する
メカニズムを明確にしたという点で、一定の
成果を得ている。しかし、個々の環境要因だ
けではなく、複数の要因の包括的影響が子ど
もの社会化にどう影響するのかという視点
が欠落していた。すなわち、特定の環境要因
が子どもの望ましい社会化を促すうえで十
分に機能していなかったとしても、他の環境
要因が補完的に同様の機能を果たすのであ
れば、社会化の失敗には繋がらないことが予
測される。  
 
２．研究の目的 
本研究は、親(家庭)・友人(仲間集団)、地域(近
隣住民)、学校(教師)など、青少年の社会化に
寄与する環境要因の多層的な影響を明確化
することを第一の目的とする。各要因を社会
化のエージェントとみなし、各エージェント
の個別の寄与と、それぞれが相互作用するこ
とにより、社会化に及ぼす影響を明確化する。
第二に、社会化のエージェントは望ましい社
会化に向けて影響を及ぼす効果的資源をそ
れぞれ個別に有するとみなし、互いがそれら
の資源を補完するだけでなく、一人の社会化
の主体を取り巻く全エージェントの包括的
な資源が、主体の社会化の成否を決定づける
とする社会化資源エージェントモデルの提
唱に向けた研究知見の蓄積を目的とする。 
３．研究の方法 
 最初の研究は、G 県内の 2 つの私立大学生
558 名を対象に調査を行った。小中学校時代
を回顧してもらい、以下の項目を 2 回に分け
て質問した。小学校低学年時の親の養育態度
（応答性と統制、しつけ尺度）中学生時の友
人関係機能（信頼、凝集性、受容、自己成長）、

地域住民の集合的有能感・地域交流（小中学
校時）、教師のリーダーシップ（中学校時）、
社会的情報処理の適切性、認知的歪曲、一般
的攻撃信念、社会的逸脱行動（高校生時の経
験）。なお、学生の保護者に対しても、養育
態度（小学校低学年時）と、地域の集合的有
能感について評定してもらって回収した。 
 2 年目の 1 月から 3 年間、A 県内の公立中
学１校を対象に、初年次は、1,2,3 年生デー
タ（各学年 200 名程度）、2 年次は、学年の
持ち上がりで 2,3 年生データ、3 年次は、3
年生のデータを採取した。質問項目は、大学
生対象の調査に準ずるが、教師・保護者・地
域住民のデータ採取にも、協力を得られた。
中学生の場合には、内容を 3 回の調査に分散
して回答してもらった。 
 
４．研究成果 
 4 年間のうち、最初の 2 年間は、大学生と
その親を対象とした小学校時の回顧データ
で社会化領域との関連をみたところ、(1)子ど
もと地域住民との交流が社会化指標（社会的
情報処理・社会的自己制御など）を媒介して
社会的逸脱行為を抑制するのではないかと
の仮説を検証した。地域住民の公的交流は、
集合的有能感の非公式社会的統制を通じて
社会的情報処理に影響し、そこから社会的自
己制御を介して社会的逸脱行為を抑制する
というモデルが確認された。(2) 親の養育、
友人関係機能、地域住民の集合的有能感、教
師のリーダーシップを説明変数、社会的情報
処理、社会的逸脱行為（高校生時）を基準変
数とした重回帰分析を行った結果、親の応答
性や友人の受容(protection)領域は、情報処理
のバイアスに抑制的に機能する。さらに、養
育の統制などの control 領域にも同様の機能 
が見出された。(3)親の躾、地域住民との私的
交流、教師の熱心な指導は、学び (good 
learning) 領域に該当し、規範意識の向上に
寄与している。一方、逸脱行為経験は地域住
民からの control を受けており、行動レベル
の行動抑制には、よりマクロな環境からの働
きかけの有効性が示された。(4)社会化エージ
ェントの相互補完的機能の明確化に関する
分析結果では、仲間集団から適切な働きかけ
を得ていないとき、家族ネットワークの豊富
さは情報処理バイアスを緩衝する一方で、近
隣ネットワークの豊富さは、そうしたバイア
スを強化する。すなわち、友人関係機能を低
く認知している子どもは、反社会的な近隣住
民と関わりやすい可能性がある。(5) 親の養
育・しつけの社会的情報処理への影響は、地
域住民の集合的有能感や地域交流が有効に
機能している場合に限られることが示され
た。(6) 親と教師の社会化に機能を Grusec & 
Davidov(2010)が提唱する 5 つの社会化領域
に対応させた上で、両者の補完性を検討した。
具体的には、社会領域 protection における親
の受容と教師の親近・配慮の相互補完性、社
会化領域 control における親の統制と教師の



厳しさの相互補完性を検討するため、社会的
自己制御の自己主張と自己抑制を従属変数
として階層的重回帰分析を行った。その結果、
親と教師のいずれかの社会化機能が低くて
も、自己抑制が身につくことが示され、相互
補完性が示唆された。 
このほか、従来からの一連研究で、論文が 2
本掲載された。一つ目は、社会化指標（社会
的自己制御）と規範逸脱行為との関係に関す
る国際比較では、日本では、自己抑制が低く
自己主張が高い「主張型」が逸脱行為を行い
やすいのに対し、韓国・中国・アメリカでは、
自己抑制だけが規範逸脱行為と関連してい
た。二つ目は、地域防災に関するもので、地
域住民の関与性と住民雰囲気が集合的有能
感の醸成に役立ち、地域防災行動に繋がるこ
とが考察された。 
研究開始 2年目から中学校でも縦断データを
収集した結果、(7) エージェント指標（親の
養育態度・友人関係機能・教師のリーダーシ
ップ）から、向社会性と反社会性に関する多
数の社会化指標に対する影響を重回帰分析
したところ、友人関係機能の影響が強いこと
が示された。(8)規範逸脱行為と親和性の高い
自己制御を取り上げ、親・友人・教師エージ
ェント指標を説明変数、自己制御の 3 下位因
子を基準変数として、多母集団同時分析を行
ったところ、エージェントとしての親の影響
は、中学校 1 年生のみで、教師や友人による
影響は 2 年生や 3 年生にもみられた。(9) 養
育認知と居住地の移動との交互作用効果が、
中学生の反社会性(一般攻撃信念、認知的歪
曲)と向社会性(共感的関心・視点取得)に与え
る影響について検討したところ、居住地の移
動は、情動に関わる社会化指標(一般攻撃信
念・共感的関心）に対する養育認知の効果を
弱めている。(10) 子どもの社会化にとって重
要な要素である視点取得に着目し、友人関係
機能と教師のリーダーシップとの交互作用
的効果について検討したところ、友人関係が
機能していない中学生の学校生活や学習場
面に対して、教心が配慮することによって、
子どもの視点取得が阻害されるというエー
ジェント間の相乗的影響が認められた。 (11) 
中学生と大学生のデータを比較し、発達段階
によって養育者認知に差があるか、および親
と子の養育認知の共有について検討した。結
果は、中学生時の受容や統制より、大学生時
の方が高く、親子間の養育認知の共有は、中
学生の方が大学生よりも高かったが、いずれ
の発達段階でも弱い相関であった。(12) 親子
のペアデータは、養育者が社会化エージェン
トとして受容 や統制 (control) 機能を発揮
し、子どもがそれを内在化することで、子ど
もの共感性や社会的情報処理といった社会
化が達成されるという媒介過程が確認され
た。(13) 担任教師 22 名の指導スタイルを分
類し、生徒の社会化指標に及ぼす影響を多面
的に検討した。教師自身のリーダーシップ評
定(配慮・厳しさ・指導・親近性）から、クラ

スター分析により、厳しさ優先群／高リーダ
ーシップ群／非親近的指導群／親近的指導
群の 4 群に分け、向社会性(共感的関心・他者
視点取得・自己主張・自己抑制）と反社会性
（認知的歪曲・一般攻撃信念・ルール適切性）
を比較した。結果は、すべての指標でクラス
ター間に有意な差はみられなかった。(14)子
どもの社会化に関わる機能を有する資源(親
の養育態度、地域住民の関与性、友人関係、
教師のリーダーシップなど)から、潜在クラス
を構成し、子どもの向社会性や反社会性への
影響を比較した。その結果、全エージェント
の資源が高い得点の潜在クラスは、向社会性
指標（自己他者モニタリングスキル、共感性、
自己制御など）得点が高く、反社会性指標（認
知的歪曲、一般的攻撃信念、ルール適切性な
ど）の得点が低かった。 
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